
     
 
 

 
 
 
 
２００３年、ここ神⼾にうたごえ運動の砦が⽣まれました。神⼾⾳楽センター会館・こうべ輪太⿎セ

ンター会館。創⽴ 40 周年を迎えた神⼾市役所センター合唱団と、創⽴ 10 周年を迎えたこうべ輪太⿎
センターの新しい活動拠点として、両団体の将来にわたる発展を視野に⼊れつつ、本会館を建設する計
画が具体化されたのは 2002 年 11 ⽉でした。12 ⽉、会館建設委員会が発⾜し、その名誉会⻑に森村誠
⼀先⽣(神⼾市役所センター合唱団名誉顧問)、名誉委員⻑には池辺晋⼀郎先⽣(神⼾市役所センター合
唱団友の会名誉会⻑)がご就任くださいました。両先⽣に頂いたお⼒添えははかりしれません。 

建設費にはおよそ 1 億 4 千万円を要しましたが、募⾦活動および建設債券募集活動が⾏われ、神⼾
市・兵庫県の全域、そして⽇本全国各地から温かいご協⼒を賜りました。合唱団や輪太⿎センターのメ
ンバーとその周囲の⽅々、うたごえ運動や合唱・和太⿎の全国の仲間、演奏会にご来場くださいました
お客様をはじめ、多くの⽅々から物⼼両⾯にわたるご⽀援を賜り、地上３階の全国でも唯⼀といえる和
太⿎と合唱の稽古場が併設した⾃前の会館を建設することができました。この会館は、単に団の練習場、
輪太⿎センター教室⽣の稽古場という役割だけでなく、いまや多くの⼀般市⺠にとっての⽂化創造活動
を保証し、常に神⼾から全国へと発信することができる神⼾の⽂化創造拠点のひとつとしての役割も担
っています。 

3 年⽬を迎えたコロナ禍においても会館があることで、この間、神⼾市役所センター合唱団はじめ⼥
声コーラスゆずり葉、⽇本の童謡うたう会、うたの学校、こうべ輪太⿎センター各種教室の練習(稽古)
場として、またゲストを招いた⽉例うたう会や笑びす寄席などのイヴェントホールとして途切れること
なく実施することができています。 

しかし、会館は竣⼯より 20 年近くが経過し、しかも建物の側の築年⽉⽇は昭和３９年であるため、
すでに 57 年が経過しており、近年、外壁や屋上防⽔の⽼朽化が著しく、⾬漏りも看過できない状況と
なっており、加えてスチールドアや階段⼿すりの腐⾷による取替えの必要性、エレベーターのリニュー
アル時期とも重なり、抜本的な改修が迫られています。その主な改修⼯事としては、屋上防⽔・フェン
ス改修、スチールドア他取替、エレベータ―⽼朽化による取替、⼀部外壁表層ひび割れ・塗膜剥離等々
の改修で総額 1,200 万円の⼯事資⾦が必要となります。 そこで、今般、会館を⽇常的に使⽤している神
⼾市役所センター合唱団、⼥声コーラスゆずり葉、うたの学校、こうべ輪太⿎センターらで「神⼾⾳楽
センター会館&こうべ輪太⿎センター会館改修委員会」を⽴ち上げ 1,200 万円の⼤規模改修⽀援⾦を広
く募ることといたしました。 

つきましては、本旨に絶⼤なるご理解を賜り、何卒、⽀援⾦にご協⼒を賜りますよう、⼼よりお願い
申し上げます。 
 
 

 

★創り、広げ、学びあう市⺠にとっての⽂化創造活動の拠点 
★合唱や和太⿎、寄席を中⼼に神⼾から全国に発信する⼒ 
★芸術⽂化活動の『創出と場と機会』を⽣み育て拡げる砦！ 

<⽀援⾦の問合わせ> 
 〒652-0882神⼾市兵庫区芦原通2-1-23 

神⼾⾳楽センター会館&こうべ輪太⿎センター会館改修委員会  
神⼾市役所センター合唱団 TEL078-672-1015  FAX078-672-1014 
こうべ輪太⿎センター   TEL078-685-3535  FAX078-685-3536 
神⼾笑いっ⼦センター   TEL078-652-1114  FAX078-685-3536 
⼥声コーラスゆずり葉・うたの学校・⽇本の童謡をうたう会・笑びす寄席 
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神⼾⾳楽センター会館&こうべ輪太⿎センター
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     ⼀般⽀援⾦：1 ⼝ 5 千円以上 1 万円未満とします。 

返礼品として、○A ⽊津川計⼀⼈語り劇場/兵庫
"#$%&芦笑亭での⼝演 DVD 
○B 塩原良和太⿎クライマックス・レッド in 神⼾ライヴ DVD 
○Ｃ 太⿎衆団輪⽥⿎公演 DVD 
○Ｄ 神⼾市役所センター合唱団コンサート DVD 
○Ｅ ⼥声コーラスゆずり葉コンサート DVD  
上記のいずれか 1 点を贈呈させていただきます。 

◆５千円未満のご⽀援もありがたく受けさせて頂きます(※返礼品はございません) 
  

⼤⼝⽀援⾦：１⼝１万円以上とします。 
返礼品として､上記○A~○Ｅ の商品のうち３点を贈呈させていただきます。 

 

★⽀援⾦の申し込み⽅法 

※下記申込書欄にご記⼊のうえ、郵送、FAX、メール等にてお送りください(電話でも受付させていただきます)。  
   
FAX   078-672-1014(合唱団)  または 078-685-3536(輪太⿎センター) 
e-mail   kobe@center-choir.jp (合唱団) またはkobe@wadaiko-center.com (輪太⿎セ
ンター)    

                                    

●申込者 ご住所：〒                                    

      お名前(ﾌﾘｶﾞﾅ)                                 

      TEL(携帯)            メール                   

     ⾦額  □⼀般５千円     ⼝  □⼤⼝１万円     ⼝ 
ご⽀援⾦は下記の銀⾏に振込、郵便振替にて送⾦、または事務局へ直接現⾦にてお⽀払いください。 

<振込先>◇ゆうちょ銀⾏ 14360−75091421  こうべ輪太⿎センター 
      ◇郵便振替    01120-2-85567    こうべ輪太⿎センター 

◇銀⾏振込   三井住友銀⾏三宮⽀店  7634323  こうべ輪太⿎センター 
      ◇銀⾏振込   三井住友銀⾏神⼾営業部 7260591  神⼾市役所センター合唱団 
      ◇郵便振替    01110-5-42990     神⼾市役所センター合唱団  

 
  
 
 
 

返礼品の申込み(希望の商品に☑をいれてください)。一般支援金の場合は１点、大口支援金の場合は３点 

□○A        □○B     □○C              □○D        □○E   
 
  
 
 
 
    
 

 

 

   

会館改修⽀援⾦を申し込みます 

木津川計一人

語り劇場 DVD 

塩原良ラ 

イヴ DVD 
太鼓衆団輪田鼓 

公演 DVD 

神戸市役所センター

合唱団ライヴ DVD 

女声コーラスゆず

り葉ライヴ DVD 

会館⼤規模改修⽀援⾦申込書 
★⽀援⾦の種別   ⾦額 ⼀般／1 ⼝５千円   ⼤⼝／1 ⼝１万円 



 

                                      
  
池辺晋⼀郎(作曲家)                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塩原良 
和太⿎・創作芸能 吟遊打⼈   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中⽥進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
桂⽂福 
 
 
 
 
 
 
 

 

              様  □ ⼀ 般  □ ⼤ ⼝ ⾦              
円   

２０２  年    ⽉    ⽇ 上記⾦額まさに受領いたしました。 
                     神⼾⾳楽センター会館&こうべ輪太⿎センター会館改修委員会   
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応援メッセージ 

 

 

 

 

⼈類の⻑い歴史の中で、⽂化が育まれ⼤きな遺産を残した地域には、いつも
「砦」がありました。⼈が集まり時間をかけ、知恵を出し合い「創造」する。
そして「保存」しさらに新たな価値あるものを蓄積し世界に発信。「砦」の役
割はすごいですね。２００３年に建設され、神⼾のそして全国のうたごえ運動
の「砦」として「会館」は計り知れない役割を担ってきました。組織も⼈も発
展しているのに「砦」は⽼朽化しました。 
どうしましょう。最新の技術を投⼊したら「改修」できます。みなさんからの
⽀援⾦があれば改修⼯事で「砦」は守られます。⽂化の創造・発信の拠点とし
て新たな役割を果たされることを願っています。⽀援⾦チームの仲間の⼀⼈に
私も参加できることを嬉しく思っています。 
  

 

 
笑顔はええ顔、寄席はみんなで仲良くよせ

● ●

集まるところ。「出会い、ふれ愛、
わきあいあい」をモットーに落語笑売、今春で５０周年を迎えさせていただい
た噺家・桂⽂福めにございます。 

この度の「神⼾⾳楽センター会館・こうべ輪太⿎センター会館」の⼤規模改
修に際して、⽀援⾦募集運動の応援の⼀⼈として、皆さま、何とぞあたたかい
お気持ちをよろしゅうお願いいたします。この会館から神⼾市役所センター合
唱団のうたごえが聞こえ、輪⽥⿎さんの太⿎が鳴り響き、笑いっ⼦センターで
落語で⼤笑い。 

こんな楽しく、うれしい⼼の通い合う会館をみんなのお⼒を合わせて守って
⾏きましょう。この会館がリニューアルされたら気持ちよくカイカン!!皆さま
の⽀援⾦のご協⼒とかけまして、「切⼿のはった⼿紙」ととく。その⼼は「た
よりになるでしょう」。 
⻑い間⾵雪に耐えたこの会館が、こうべの太⿎と同じようにドンドンよくなる
ように、どうか「会館改修委員会」の⽅々の頑張りにご理解いただき、応援者
のはしくれの⼀⼈として、⼼からご協⼒をお願い致します。 

上⽅落語協会理事 
「ふるさと寄席⽂福⼀座」座
⻑ 

関⻄勤労者教育協会・副会⻑ 

こうべ輪太⿎センターで和太⿎を伝えるようになって、⾜掛け８年が過ぎよ
うとしています。この会館の存在があって、実に多くの素晴らしい⼈たちに
巡り合いました。また、実に多くの感動が⽣まれる瞬間にも⽴ち会いまし
た。 
阪神淡路⼤震災の時も、各被災地に和太⿎と合唱を携えては駆けつけ、⼈と
⼈の絆を結ぶ⼤切さを伝え続けてきたセンターの、尊い命の灯⽕を消すわけ
には⾏きません。 

みなさま、どうか、お⼒をお貸しいただきますよう、よろしくお願いいた
します。 
⼈間の絆の輪太⿎の砦を、皆様との熱い思いで⽀えて参りましょう。 

 

 

 

⽥中嘉治さんは⼈材を⼤勢育ててこられましたが、お
⾦とはさっぱり無縁の⽅でした。 
貧乏と昵懇だった⽅に⼤規模改修費１２００万円はと
ても⼯⾯できません。 
そんなわけで、あなた様にご⽀援をお願いするので
す。 
どうかよろしくお願い申し上げます。 
 
 

⽊津川計 
(⽴命館⼤学名誉教授・上⽅芸能評論家) 

 



 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


